
｜地域やさしさプラン｜

第２次滝沢市総合計画　地域別計画

　滝沢市における根幹の計画である「第２次滝沢市総合計画」がスタートいたしました。そして、各地域ととも

にワークショップを開きながら、地域自らが実行していく「地域別計画（地域やさしさプラン）」を策定いたしま

した。今後、振り返りをしながら市民一人一人がやさしさを広めていきましょう。
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　私たちの地域は、田園風景や恵まれた自然、大沢田植

え踊り、大沢さんさ踊りなど伝統文化のほか、手打ちそ

ばや雑穀料理などの豊かな食文化等、馬と人が共生する

南部曲り家などの様々な地域資源

があり、歴史的な財産や文化を大

切にする風土があります。

　また、高齢者との交流会や防災

点検・環境美化活動等のコミュニ

ティ活動が盛んであり、定住しやす

いような活気のある地域づくりが

展開されています。

滝沢市
（R5.3.31）

割合

人　口 54,961人 557人 1.0％

世帯数 23,979世帯 214世帯 0.9％

◀

地域の紹介

◀

地域の情報

◀

大沢地域づくり懇談会

南部曲り家とチャグチャグ馬コ

大沢地域

大沢地域
（R5.3.31）

大沢地域

大沢自治会、大沢地域づくり推進協議会、老人クラブ、

子ども会育成会、滝沢南中学校PTA、消防第３分団、婦

人会、市議会議員、農業委員、民生児童委員、岩手山麓

土地改良区理事、大沢農業振興推進組合、大沢農家組合

（順不同）
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多世代世帯が多く、世代間交流が得意です。そして、地域の協力体制が整っており、結いの

心や思いやりも感じられ、結束力があります。

子どもから高齢者まで性別問わず元気な人が多いです。

治安がいいです。

田園風景、水のせせらぎなどの自然環境がよく、農業が盛んです。

健康づくりに積極的で、コミュニティとして盛り上がっています。

郷土芸能、南部曲り家など、歴史と伝統があります。

盛岡も近く、住みやすい地域です。

目指す！

地域の姿
豊かな田園風景や地域の持つ自然、歴史を大切にし、

　多様な人々が真心でふれあうやすらぎのある郷づくり

地域の現状と課題

力
魅
の
域
地
沢
大

目指すべき地域づくりの方向性

農道、林道、大きい樹木など道路整備、交通安全確保に課題があります。

木の伐採などで景観が悪くなってきています。

担い手不足もあり、歴史や伝統の継承が難しくなっています。

高齢化に伴い、買い物弱者、空き家、耕作放棄地も増えてきています。

防災の取り組みをもっと進める必要があります。

都市計画の関係で住宅を建てづらい場所です。

新しい魅力づくりが必要です。
題
課
の
域
地
沢
大

１．誰にでもやさしく思いやりと気づかいのある、住みやすいまち

健康づくりなどにも地域として取り組み、高齢者のみならず全員が健康で安心・安全な暮らしの中、

豊かな自然環境と共存していくことが出来るまちにします。

２．住民どうしが交流しながら、

　　　　　　　　　　若年層が定住しやすい元気な地域コミュニティのまち

昔からの団結力を大切に、全世代が元気で仲良く交流し、若い世代が活動に参加しながら、定住

したくなるようなまちにしていきます。

３．地域の大切な財産や資源を活用した、新しい魅力づくりを行うまち

今まで大切にしてきた伝統芸能や農業などの地域資源と財産を大切にし、さらなる活用も考えな

がら新しい魅力の創出と発信をしていきます。
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具体的な取組

１．誰にでもやさしく思いやりと気づかいのある、住みやすいまち

取り組み項目（何をするのか） 実施方法（どのように進めるのか）

自然環境を維持します。

堤やせせらぎ公園を綺麗に管理します。

休耕田を組合化して整備をします。

ホタル、マキガイ、タニシなどの自然観察会を実施します。

暮らしの安全対策を進めます。
防災福祉マップを活用し、避難方法や高齢者見守りに繋げていきます。

隣接地域と一緒に防災について検討をしていきます。

健康づくりを進めます。

健康づくり事業を継続します。

新しいイベントを企画します。

山里整備事業で組織している２つの団体を中心に、散策コースを整備します。

子どもを大切にします。
集落センター隣の公園を、もっと利用してもらえるよう工夫します。

子どもにとって安全な遊び場の検討をします。

高齢者の暮らしやすさを求めていきま

す。

雪かきボランティアを継続します。

移動販売を継続していきます。

乗合システムの検討を進めます。

交通安全対策を進めます。
道路用地の木の伐採を市に要望します。

通学路の危険個所を把握し、市に要望します。

２．住民どうしが交流しながら、若年層が定住しやすい元気な地域コミュニティのまち

取り組み項目（何をするのか） 実施方法（どのように進めるのか）

イベントの継続をします。
おおさわ祭りやおおさわ文化祭を継続していきます。

多くの来場者を得られるよう、工夫をします。

コロナ禍で開催できなかった取組を復

活していきます。

夏祭り、運動会、敬老会など、コロナ禍で中止していたイベントを復活さ

せていきます。

世代間交流を生み出す新しい仕組みを

つくります。

大沢かるたと季節の歳時記を活用します。

田植え体験や稲刈り体験など、地域の文化に触れる機会を設けます。

若い世代の地域活動への参加を促しま

す。

IT関連の教室を実施します。

SNSを使い、若い世代も地域活動に参加できるきっかけづくりを行います。

若い世代が定住したいと思える地域を

目指します。
土地の規制について、市に要望を続けます。

３．地域の大切な財産や資源を活用した、新しい魅力づくりを行うまち

取り組み項目（何をするのか） 実施方法（どのように進めるのか）

食文化を活かします。
そば（ごん八そば）、きびだんご、漬物など、地域の食文化を紹介します。

地域内外の人を招いて、地域の食のイベントを開催します。

地域資源の利活用を考えます。

大沢の南部曲り家の保存に向けた取り組みを検討します。

大学と連携して、研修などを行います。

市民農園の実施に向けて、農業委員会に相談します。

伝統芸能を守ります。
田植え踊り継承に向けて、篠木小学校とも協力します。

動画撮影し、継承や発信に活用します。

若い世代と協力していきます。

若い世代のニーズ把握と親睦のため、子ども会の集まりに自治会も参加し

ます。

若い世代も楽しめる企画を行い、一緒に活動をします。



◀

地域の写真

私たちの地域には、自然・歴史・文化に育まれた伝統芸能・

食文化・景観・自然環境など、次の世代に継承したい宝物が

あります。

地域の

宝物
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平成14年　大沢地域まちづくり推進委員会設立 ８年間（令和６年度～令和13年度）

令和６年４月１日　策定

施設名 住所 問合せ先

大沢保育園 大沢堰合32 687 2509

篠木小学校※ 篠木中屋敷 60 687 2064

滝沢南中学校※ 鵜飼滝向11 687 2021

大沢集落センター※ 大沢堰合 20

施設名 住所 問合せ先

ＪＡ新いわてマテリ

アルセンター
大沢鶴子126

南部曲り家藤倉邸 大沢籠屋敷 24

大沢保育園

岩手山と田園風景

大沢かるた

大沢さんさ踊り

◀

地域の施設  ※印のある所は指定避難所です

◀

計画期間

◀

地域づくりの歴史

大沢田植え踊り


